
令和７年４月１日現在　切石区の人口　2,210人（男性 1,081人　女性 1,129人） 組合加入 579戸（世帯数　935戸）

令和７年6月30日
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新
年
度
を
迎
え
て

　

役
員
の
奮
闘
を
期
待

　

新
年
度
、
役
員
の
一
部
が

入
れ
替
わ
り
ス
タ
ー
ト
で
す
。

役
員
会
も
４
月
１
日
早
々
に

自
己
紹
介
と
、
総
会
に
向
け

た
事
業
部
長
か
ら
事
業
計
画

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
私

か
ら
本
年
度
の
区
政
方
針
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
重

点
課
題
の
一
部
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
一
番
目
は
「
防
災

対
策
の
充
実
強
化
を
図
る
」

で
す
。
本
年
も
地
域
防
災
研

究
会
を
立
上
げ
自
主
防
災
の

見
直
し
を
し
て
参
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
が
参
加
で
き
る

防
災
訓
練
を
計
画
し
、
訓
練

を
通
じ
た
防
災
へ
の
意
識
向

上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
に
必
要
な
備
品
の
更
な

る
補
充
・
整
備
を
進
め
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
防
災

は
ひ
と
り
一
人
の
意
識
の
持

ち
方
で
対
策
を
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
気
に

な
る
事
、
本
気
が
必
要
で
す
。

能
登
地
方
の
地
震
を
思
い
返

し
て
く
だ
さ
い
。
対
策
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
ど

の
よ
う
な
対
策
を
練
っ
て
も

各
位
が
そ
の
気
に
な
っ
て
く

れ
な
い
と
、
事
々
は
進
み
ま

せ
ん
。
区
民
の
皆
様
ひ
と
り

一
人
が
、
本
気
で
協
力
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

二
番
目
は
「
組
合
未
加
入

者
対
策
を
図
る
」
で
す
。
組

合
に
加
入
し
て
頂
く
為
に
年

間
を
通
し
て
勧
誘
を
図
り
ま

す
。
今
年
も
組
合
に
加
入
し

て
い
る
各
戸
に
対
し
て
「
加

入
証
・
切
石
区
自
治
会
・

班
・
組
・
一
時
避
難
場
所
」

が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル
を
配

布
致
し
ま
す
。
玄
関
等
の
見

や
す
い
場
所
に
表
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

致
し
ま
す
。
そ
れ
と
安
否
確

認
の
「
無
事
で
す
」
の
札
を

配
布
し
ま
す
。
こ
れ
も
「
無

事
で
あ
る
」
事
を
知
ら
せ
る

大
切
な
札
で
す
の
で
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
未
加
入
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

未
加
入
世
帯
に
対
し
ま
し
て

は
加
入
の
お
願
い
を
す
る
こ

と
で
、
加
入
に
繋
げ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
惜

し
み
な
い
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

令和７年度  切石区自治会役員一同
後列左より　田島英博（１班長・新）　 福本益之（２班長・新）　 村澤好保（３班長・継）　 藤原克弘（４班長・新）
　　　　　　園原一男（５班長・継）　 池場義樹（６班長・継）　 桜井　治（７班長・新）　 仲田茂樹（８班長・継）
　　　　　　各務和彦（９班長・新）
前列左より　村澤博富美（健康福祉部長・継）　　河地俊宣（環境衛生部長・継）　　中島　進（建設山林部長・新）
　 　 　 　 土屋　勉（監事・継）　　 村澤通雄（監事・継）　　 矢澤博昭（監事・継）　　
　　　　　　前澤清隆（区長・継）　　 小澤澄子（副区長・継）　 藤井　昭（会計・継）　　 嶋村　浩（総務・継）
　　　　　　仲田　明（公民館・教育文化部長・継）　松本　剛（生活安全部長・継）　吉川昌彦（子どもを育む部長・継）
 ＊略字説明　 新＝新任役員　 継＝任期２年目役員　 

区
長
　
前
澤
清
隆

（
5
班
12
組
）
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役
員
就
任
に
あ
た
り

　

建
設
山
林
部
の
部
長
を
務

め
さ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
建

設
山
林
部
の
業
務
は
市
道
の

補
修
依
頼
に
対
応
す
る
事
や

区
有
林
の
維
持
管
理
を
主
と

し
ま
す
。「
区
民
の
皆
様
、

道
路
の
穴
で
困
っ
て
い
ま
し

た
ら
、
区
自
治
会
役
員
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。」

　

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
員
就
任
に
あ
た
り

　

自
治
会
役
員
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
が
、
前
任
の
方
や

先
輩
役
員
の
方
々
に
指
導
を

い
た
だ
き
一
生
懸
命
務
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

班
長
就
任
に
あ
た
り

　

公
民
館
の
役
員
の
経
験
は

あ
り
ま
す
が
、
自
治
会
の
役

員
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
。

２
班
は
面
積
、
世
帯
数
共
に

小
さ
な
班
で
す
が
、
区
民
の

皆
様
と
共
に
切
石
区
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
輩
役
員
の
方
々
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
２
年
間
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

最
期
の
ご
奉
公

　

巡
り
合
わ
せ
に
よ
り
班
長

を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

班
も
世
代
交
代
が
始
ま
り
若

い
人
達
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非

皆
様
の
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
、
先
の
な
い
後
期
高
齢
者

が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
体
力
の
続
く

限
り
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

班
長
就
任
に
あ
た
り

　

こ
の
度
、
７
班
の
班
長
を

お
受
け
す
る
に
当
た
り
、
長

年
７
班
及
び
切
石
区
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
役
を

頂
い
た
こ
と
を
契
機
に
、
班

並
び
に
区
の
活
動
に
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

９
班
長
を
受
け
て

　

４
月
よ
り
９
班
長
を
お
受

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
に
環
境
衛
生
部
長
の
経

験
は
あ
り
ま
す
が
、
班
長
は

初
め
て
と
な
り
ま
す
。
区
の

行
事
や
定
例
会
議
、
９
班
の

皆
さ
ん
へ
の
連
絡
事
項
や
取

り
纏
め
な
ど
忙
し
い
と
お
聞

き
し
、
心
配
し
て
い
ま
す
。

が
、
区
役
員
の
中
に
は
顔
見

知
り
の
方
も
多
く
、
そ
の
点

で
は
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
２
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
、
保
存
会
会
長
を
お

引
き
受
け
し
て
初
め
て
の
春

季
祭
典
を
迎
え
、
区
・
保
存

会
の
役
員
の
皆
様
、
そ
し
て

日
赤
奉
仕
団
・
実
行
部
隊
の

壮
年
団
の
若
い
力
を
お
借
り

し
て
事
故
と
怪
我
が
な
く
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
事
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
新
調
し
た

四
代
目
の
獅
子
頭
で
区
内
を

区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
し
巡
回
が
で
き

ま
し
た
事
、
一
つ
の
区
切
り

と
し
て
心
に
残
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は

多
く
の
所
望
を
頂
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度　

新
任
役
員
の
紹
介

建
設
山
林
部
長

田
島
英
博（
1
班
15
組
）

１
班
長

福
本
益
之（
2
班
4
組
）

中
島
　
進（
7
班
11
組
）

２
班
長

藤
原
克
弘（
4
班
8
組
）

４
班
長

桜
井
　
治（
7
班
18
組
）

７
班
長

各
務
和
彦（
9
班
10
組
）

９
班
長

　
切
石
獅
子
舞
保
存
会
長
　
熊
谷
　
稔
（
4
班
6
組
）

春
季
祭
典
獅
子
舞
を
終
え
て



切石マレットゴルフクラブ  
詩吟クラブ    
切石走ろう会    
カラオケ愛好会
切石ソフトバレークラブ 
トリム体操クラブ 
民謡三味線クラブ 
書道クラブ  
切石煙火クラブ

人数電話番号班・組代表者名クラブ名
33
17
23
10
10
12
8
5
5

22－5057
24－4472
24－3202
22－5057
52－6836
24－2473
22－1851
23－0754
24－7818

9－7
9－1
6－15
9－7
4－8
9－10
7－10
6－10
3－2

梅田　　実
下村　悦子
渡辺　政雄
梅田　　実
村澤　淳子
代田　栄子
安江　玉司
伊藤　幸子
加藤　和行

令和７年度切石区クラブ活動名簿

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　令和 7年 6月30日
　

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も

と
、
５
月
３
日（
土
）「
ふ
る

さ
と
再
発
見
ワ
ン
デ
ー
マ
ー

チ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ー
ス
は
、
鼎
公
民

館
を
ス
タ
ー
ト
し
切
石
会
館

を
折
り
返
す
全
長
約
6.6
㎞
。

参
加
者
は
地
域
ご
と
に
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
切
石
地

区
か
ら
は
老
若
男
女
お
よ
そ

50
名
が
後
半
チ
ー
ム
と
し
て

元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。
全

体
で
は
５
０
０
名
を
超
え
る

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
初
夏
の

風
を
感
じ
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
を
歩
き
ま
し

第43号

た
。
切
石
会
館
で
は
、
郷
土

史
家
の
３
班
２
組
、
村
澤
通

雄
さ
ん
に
よ
る
「
切
石
地
区

の
石
造
文
化
財
に
つ
い
て
」

の
講
話
が
行
わ
れ
、
鼎
地
区

に
ゆ
か
り
の
あ
る
俳
人
・
木

甫（
も
っ
ほ
）や
三
輪
栖
鳳
に
ま

つ
わ
る
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

 

普
段
は
車
で
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
く

こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
に
懐
か

し
い
風
景
に
出
会
っ
た
り
、

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
た

り
と
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　

ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
終
了
後

は
切
石
会
館
で
焼
肉
大
会
を

開
催
！
美
味
し
い
お
肉
を
囲

み
な
が
ら
、
笑
顔
と
会
話
が

弾
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

一
層
深
ま
る
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

 
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆

さ
ま
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

切
石
公
民
館
　

広
報
部
長
　
林
　
啓
示

後列左から本館広報委員　岩下ゆき子 （4－16）
　　　　　本館文化委員　大下純代　 （4－16）
　　　　　本館体育委員　池之側祐一 （9－3）
　　　　　広報部長　　　林　啓示　 （5－7）
　　　　　文化部長　　　下澤幸治　 （5－7）
　　　　　体育部長　　　平澤　進　 （4－11）
前列左から副公民館長　　宮下哲朗　 （7－2）
　　　　　公民館長　　　仲田　明　 （4－11）
　　　　　主　　事　　　近藤良彦　 （5－6）
　　　　　副公民館長（会計）木下藤子 （8－16）

廃刊の主な理由
　・「広報きりいし」との重複
　・鼎ホームページに全ての行事を掲載
　・印刷経費削減

鼎のホームページ「人ヲ鼎ル」
今後はこちらにアクセスして
いただき、公民館活動をご確
認ください。　　　　　　　

公民館報廃刊のお知らせ

令和７年度公民館役員

ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

クラブ
員

募集中
！

４
月
６
日　
新
年
度
運
営
委
員
会

５
月
３
日　
ふ
る
さ
と
再
発
見
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

５
月
18
日　
切
石
ペ
タ
ン
ク
大
会

６
月
８
日　
鼎
地
区
体
育
祭
（
ペ
タ
ン
ク
大
会
）

８
月
９
日　
飯
田
り
ん
ご
ん
参
加　
鼎
ま
ち
づ
く
り
連

８
月
９
日　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
切
石
会
館

　
　
　
　
　
　
会
場
・
公
演
の
運
営

９
月
７
日　
鼎
縦
断
駅
伝
大
会

10
月
12
日　
切
石
文
化
祭
＆
秋
ま
つ
り

11
月
１
日
・
２
日　
ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い
広
場
・

　
　
　
　
　
　
文
化
祭

11
月
９
日　
飯
田
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

令
和
８
年　

１
月
11
日　
鼎
地
区
二
十
歳
の
集
い

１
月
18
日　
切
石
班
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

２
月
１
日　
鼎
公
民
館
長
杯
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

２
月
15
日　
飯
田
市
公
民
館
大
会

３
月
13
日　
鼎
公
民
館
本
館
定
期
総
会

■

７
年
度
の
公
民
館
行
事
予
定
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「
世
の
中
は
い
つ
も
変
わ

っ
て
い
る
か
ら
、
頑
固
者
だ

け
が
悲
し
い
思
い
を
す
る
」

と
歌
っ
た
の
は
中
島
み
ゆ
き

で
し
た
が
、
時
代
に
置
い
て

い
か
れ
て
い
る
自
分
に
気
付

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
治

組
織
の
在
り
方
も
急
速
に
変

わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

「
広
報
き
り
い
し
」
を
皆
様

に
お
届
け
し
ま
す
。（
吉
川
）

　

広
報
委
員
長　

小
澤
澄
子

　
　

副
委
員
長　

嶋
村　

浩

　
　
　

委　

員　

仲
田　

明

　
　
　

委　

員　

吉
川
昌
彦

　

４
月
よ
り
西
分
館
の
管

理
人
が
麦
島
行
男
さ
ん

（
２
班
２
組
）か
ら
森
茂
夫

さ
ん（
２
班
３
組
）に
交
代

と
な
り
ま
し
た
。
前
任
の

麦
島
行
男
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
22
年
と
い
う
長

期
に
渡
り
管
理
人
を
勤
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

麦
島
さ
ん
、
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
氏
子
総
代

総
代
長　

木
下
正
明
（
9
│
7
）

総　

代　

島
岡
幸
夫
（
1
│
13
）

総　

代　

下
枝
信
幸
（
5
│
3
）

総　

代　

今
牧
隆
治
（
7
│
2
）

■
民
生
児
童
委
員

　

中
島　

千
文　
（
1
│
7
）

　

西
尾
由
美
子　
（
6
│
6
）

　

宮
下
勢
津
子　
（
9
│
6
）

■
切
石
長
生
会

会　

長　

梅
田　

実
（
9
│
7
）

■
切
石
獅
子
舞
保
存
会

会　

長　

熊
谷　

稔
（
4
│
6
）

■
日
赤
奉
仕
団
鼎
分
団

切
石
班
長　

池
田
美
里（

7
│
20
）

■
消
防
団
第
15
分
団

分
団
長　

古
瀬
俊
明
（
上
山
）

■
鼎
壮
年
団
切
石
支
部

支
部
長　

村
澤　

豪
（
4
│

1
）

■
妙
琴
公
園
愛
護
会

会　

長　

近
藤
忠
治
（
1
│
2
）

■
切
石
松
川
八
重
桜
愛
好
会

会　

長　

島
岡
幸
夫
（
1
│
13
）

■
飯
田
商
工
会
議
所

　
　
　
鼎
支
部
切
石
支
会

支
会
長　

尾
澤
誠
治
（
4
│
10
）

 
■
鼎
勤
労
協
切
石
支
部

支
部
長　

木
下
輝
秋
（
9
│
6
）

■
鼎
小
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
切
石
支
部

支
部
長　

伊
藤
貴
明
（
8
│
11
）

■
鼎
中
学
校
P
T
A

　
　
　
　
　
切
石
支
部

支
部
長　

香
山
英
幸
（
9
│
3
）

■
明
星
保
育
園

保
護
者
会
長　

多
田
井
健
人

（
一
色
）

■
明
星
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
会
長　

原　

隆
司

（
1
│
5
）

■
切
石
少
年
野
球

保
護
者
会
長　

代
田
浩
司

（
3
│
3
）

令
和
７
年
度
各
種
団
体
代
表
者
（
　
）は
班
│
組

科　　目
前 年 度 繰 越
区費・事業所等賛助区費
助 成 金 ・ 他

計

7年度予算額
2,313,426
3,700,000
1,565,000
7,578,426

6年度予算額
2,087,884
3,820,000
1,565,000
7,472,884

比較増減
225,542

△ 120,000
0

105,542

科　　目
会 議 費
切石区民まつり費
敬 老 会 費
各 事 業 部 等 費
公 民 館 費
補 助 費
危 機 管 理 費
修繕費・備品費・事務費
保険料・水道光熱費・通信費
印刷費・消耗品費・その他
役 員 等 手 当
特 別 会 計 へ
予 備 費

計

7年度予算額
250,000
250,000
40,000
480,000
500,000
310,000
250,000
420,000
750,000
590,000
972,000
600,000
2,166,426
7,578,426

6年度予算額
250,000
250,000
300,000
490,000
550,000
310,000
250,000
400,000
790,000
530,000
972,000
600,000
1,780,884
7,472,884

比較増減
0
0

△ 260,000
△ 10,000
△ 50,000

0
0

20,000
△ 40,000
60,000

0
0

385,542
105,542

令和７年度 切石区自治会一般会計予算
（単位：円　△：前年度減）

（単位：円　△：前年度減）

　中央アルプストンネル松川工区の本坑工事は、
４月中に1500mに到達しました。5月の工事用車
両の運行台数は、1日あたり片道250台です。当初
想定より山の状態が悪く、５年遅れの2031年夏頃
終了予定と発表されました。この先切石区民はさ
らに緊張の日々を送ることになりますが、安心で
きる環境を確保し安全を守るため、毎月開催して
いるリニア対策委員会にて、日常の疑問点がある
限り質疑応答を密にして、改善点があれば要求し
ていきます。

改善前 改善後

リニア対策委員会の指摘により、オレンジ色の標識をはっきり
見えるように改善されました。

収　入

支　出

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

リニア工事の進捗状況リニア工事の進捗状況


